
平成29年度研究開発学校連絡協議会 平成30年１月12日（金）

研究開発 延長３年次

社会的自立の基礎となる資質・能力及
び態度・価値観を育むための12年間一貫
カリキュラム開発を目指して

広島大学附属三原学校園 1



Ⅰ．研究開発の概要

報告骨子
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Ⅱ．課題解決のための取組

Ⅲ．取組の実際と効果

Ⅳ．研究開発から見えてきた今後の展望

１ 資質・能力の経年変化（児童・生徒自己評価）
２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

１ 「希望（のぞみ）」の学習内容の12年間の系統化
２ 自己開発に向けた評価方法の確立
３ 「希望（のぞみ）」と「保育・教科」との関連の明確化
４ 「希望（のぞみ）」と道徳，特活との関連の明確化



＜研究開発課題＞

社会的自立の基礎となる資質・
能力及び態度・価値観の体系的な
育成のための，幼小中一貫の新領
域を核とした自己開発型教育の研
究開発

Ⅰ．研究開発の概要
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新領域「希望（のぞみ）」
及び「希望（のぞみ）視点の保育」
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Ⅰ．研究開発の概要

総合的な学習の時間の全ての時間 道徳・特別活動の10時間ずつ

＜新領域「希望（のぞみ）」とは？＞

☆新たなキャリア教育



新領域「希望（のぞみ）」
及び「希望（のぞみ）視点の保育」

社会的自立の基礎となる
資質・能力 態度・価値の育成
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Ⅰ．研究開発の概要

＜「希望（のぞみ）」の目標＞



＜育成する３つの資質・能力と３つの態度・価値観＞

人間関係形成・
社会形成能力
（関係を構築する力）

キャリアプラン
ニング能力

（なりたい自分になる力）

課題対応能力

（達成へ向かう力）

参画共生 自律
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Ⅰ．研究開発の概要
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Ⅰ．研究開発の概要

＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

①「希望（のぞみ）」における12年間の成長を見通
した学習内容の系統性の確立が十分ではない。

②子どもたちが自己開発していくための評価方法
（教師側と子ども側）の確立が十分ではない。
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Ⅰ．研究開発の概要

＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

④「希望（のぞみ）」の中に，組み込まれた道徳や
特別活動が見えにくい。

③新領域「希望（のぞみ）」で培われた資質・能力
と「保育・教科」で育成すべき資質・能力との相
関性について明らかにできていない。



社会的自立の基礎となる資質・能力
及び態度・価値観を育むための
12年間一貫カリキュラムの開発

＜研究の目的＞

「希望(のぞみ)」
の学習内容の12年
間の系統化

＜研究の柱＞

自己開発に向けた評
価方法の確立（教師
側，子ども側）

9

Ⅰ．研究開発の概要

「希望（のぞみ）」
と道徳，特別活動と
の関連の明確化

「希望（のぞみ）」
と保育・教科の関連
性の明確化



＜教育課程構造図（一部）＞
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研究の概要

通
教
科
的
能
力



＜研究仮説＞

幼小中一貫の新領域を核とし，教科等と
の関連を図りながら幼小中の接続期を重視
した12年間一貫の自己開発型教育を開発実
践することにより，社会的自立の基礎とな
る資質・能力及び態度・価値観を体系的に
育成することができるであろう。

Ⅰ．研究開発の概要
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Ⅰ．研究開発の概要
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Ⅰ．研究開発の概要

＜年中「いっしょにやってみるって たのしいね～＞
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Ⅰ．研究開発の概要

＜年長，１年「みんなでいっしょに」＞
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Ⅰ．研究開発の概要

＜４年「ペアさんとの交流」～＞
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Ⅰ．研究開発の概要

＜９年「ピースプロジェクト～平和への希望～＞
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Ⅰ．研究開発の概要
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様々な人々とともに，積極的に，
粘り強く課題解決に取り組む中で，
社会において有為な人となるべく
自己の向上をはかる子ども
※「有為な人」…社会のために自らの能力を生かすことができる人

めざす子ども像
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＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

①「希望（のぞみ）」における12年間の成長を見通
した学習内容の系統性の確立が十分ではない。

Ⅱ．課題解決のための取組
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「希望（のぞみ）」のカリキュラム系統の焦点化

入門期 幼小接続期 中間期 小中接続期 最終期

年少・年中 年長・１年・２年 ３年・４年 ５年・６年・７年 ８年・９年

分 化未分化 統 合

Ⅱ．課題解決のための取組

発達の特徴を基に12年間の系統性を考えた活動・単元の開発・実施

自分の学びを蓄える時期 自分を見つめ広げる時期自我が芽生え
る時期

多様な体験
の積み重ね
の重視

社会のために経
験を統合した問
題解決の重視

小さなことにも

粘り強く取り組
む体験の重視

学
年
区
分

発
達
の
特
徴

指導
方針

今までの経験を思い
出し，立場を変えて
考える場の重視

知識・思考スキル等
を思い出し，自ら使
う問題解決の重視



20

＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

②子どもたちが自己開発していくための評価方法
（教師側と子ども側）の確立が十分ではない。

Ⅱ．課題解決のための取組
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主体的に自己を成長させる評価方法の開発・検証

12年間一貫ルーブリック表に基づいて，単元レベル
のルーブリックを作成

OPPA（ワン・ページ・ポートフォリオ評価）

Ⅱ．課題解決のための取組

２ 自己開発に向けての取組



通
教
科
的
能
力
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

―

子
ど
も
の
活
動
場
面
で
の
評
価―
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Ⅱ．課題解決のための取組

1 入園時

【人と関わっている場面で】他者と関わろうとせ

ず，他者に自分の思いを伝えようとしない。

【好きな遊びの時間でやりたいことを見つけたと

き】躊躇してやらなかったり，あきらめたりする。

自分のことで精いっぱいで，周りのことに思いが及

ばない。

2 年少段階

【人と関わっている場面で】相手によっては，自分

の思いを伝え合うことができる。

【好きな遊びの時間でやりたいことを見つけたと

き】対象に興味をもって自分で考えたり，試したり
する。

身近な友だちのためになることをやってみて，周り

から認められることに喜びを感じることができる。

3 年中段階

身近な友だちのためになることを見つけてやってみ

て，周りから認められることに喜びを感じることが
できる。

4 年長段階

身近な友だちのためになることを見つけて，どうし

たらいいか考え，自分（たち）で進んで行動するこ
とができる。

発表する 聞く グループで話し合う 目標を決める 活動を振り返る

自分の考えを相手に聞こえる声で伝え
ている。

相手の話したことを最後まで聞き，反
応している。

相手の意見を聞きながら，自分の希望
も伝えながら発言している。

課題が解決できるような適切な目標を
決めて，方法も考えることができる。

目標を達成するための方法を選んで，
進んで行動している。

自ら進んで，役割や仕事に取組み，意
欲的に行動している。

自分の役割や仕事，自分のがんばりに
ついて，自分の言葉で振り返ることが
できている。

賛成や反対や好き嫌いなど，一方的に
自分の希望を述べたりしている。
●自分の考えが発表できない。

●相手の考えを聞いていない。 相手の話に耳を傾けているが，自分の
考えは言わない。
●発言していない。

課題が解決できるような目標をきめる
ことができない。
●目標を決めることができない。

途中で活動をやめている。
●行動していない。

途中で活動をやめている。
●自分の役割や仕事に取り組んでいな
い。

自分のがんばったことやこれから頑張
りたいことが言えない。
●活動について振り返りが言えない。

発表する 聞く 話し合う 目標を決め，計画する 方法を考える 活動を振り返る

理由をつけて自分の考えを発表してい
る。
客観的な資料を根拠にして考えを発表
している。

自分と相手の考えと比べながら聞き，
相手の考えに質問したりつけ足しした
りしている。

自分と相手の考えを聞き比べ，共通の
考えを取り入れたり，互いの考えを調
整したりしている。

課題解決に向けて，見通しを持った自
分のめあてを決めている。

いくつかの方法を組み合わせたり，取
り組む順序を工夫したりして計画して
いる。
課題解決に向けて，これまでの自分た
ちや上学年が行ってきた方法を参考に
考えている。

活動しながら，適宜方法や計画を修正
しながら取り組んでいる。

自分の得意な分野をいかして，意欲的
に取り組んでいる。

自分の役割や仕事に対する振り返りか
ら，成果や課題を明らかしている。
学んだことを日常生活の過ごし方とつ
なげて振り返ることができる。

発表内容が単なる事実や感想であった
り，根拠を示さないまま賛成反対を述
べたりしている。
●自分の考えを発表しない。

●相手の考えを聞いていない。 ●相手の考えを一方的に拒否して，自
分の考えを押し通そうとする。
●話し合いに参加しない。または，相
手の考えを聞いているだけである。

課題解決に結びつかないめあてを決め
ている。
実行性のない計画を立てている。
●目標を決めたり，計画を立てたりで
きない。

自分の興味関心だけで考えている。
●方法を考えていない。

活動のねらいがずれたり，途中でやめ
たりしている。
●活動していない。

人から促されて活動している。
●本来するべき役割や仕事と異なるこ
とに取り組んでいる。

●活動の振り返りを書いたり，発表し
たりできない。

発表する。(自分の考え) 聞いてまとめる。 話し合う。(小集団の中) 目標を決め，計画する。 方法を選ぶ。 活動を振り返る。(発言や記述)

相手の状況に応じて，根拠を示しなが
ら，説得的に意見を述べている。（相
手に自分の考えを伝え，理解してもら
おうとしている。）

相手の意見に耳を傾け分かりやすくま
とめることができている。

相手の意見を聞きながら，自分の意見
を調整し，集団の意見がまとまるよう
に発言している。

課題解決に向けて適切な目標を決め，
計画することができる。

課題解決に向けて多様な方法から適切
な方法を選ぶことができる。

多様な方法から適切な方法を自ら選
び，進んで課題解決に向けて行動する
ことができる。

自ら進んで役割や仕事に取組み，意欲
的に学ぶことができる。

自分の役割や仕事，学んだことについ
て成果と課題を意識して振り返ること
ができている。

賛成反対や好き嫌い，単なる感想を述
べている。根拠が示せていなかった
り，一方的に自分の希望を述べたりし
ている。
●自分の考えが発表できない。

相手の意見を繰り返しているだけであ
る。
●相手の意見を聞いていない。

他の人の意見への賛成・反対しか述べ
ていない。相手の話に耳を傾けている
が，自分の考えは言わない。
●発言していない。

実行できない計画を立てている。
●目標を決めたり，計画を立てたりで
きない。

適切でない(妥当性や実行性に欠けてい
る)方法を選んでいる。
●方法を考えられない。

途中で活動をやめている。他の人の指
示で行動している。
●行動していない。

他の人の指示で行動している.
●自分の役割や仕事に取り組んでいな
い。

振り返りを書いていない。自分の役割
や仕事について自ら振り返ることがで
きていない。
●活動について振り返りが言えない。

発表する。(自分の考え) 聞いてまとめる。 話し合う。(小集団の中) 目標を決め，計画する。 方法を選ぶ。 活動を振り返る。(発言や記述)

相手の状況に応じて，根拠を示しなが
ら，説得的に意見を述べている。（相
手に自分の考えを伝え，理解してもら
おうとしている。）

相手の意見を聞き，共通点や類似点，
相違点などを分析した上で分かりやす
くまとめることができている。

相手の意見を聞きながら，自分や集団
の意見を調整しながら，集団の意見が
まとまるように発言している。

新たに挑戦したいことを創造的に見つ
け，実行に当たっての課題解決に向け
て適切な目標を決め，計画することが
できる。

課題解決に向けて多様な方法から適切
な方法を選ぶことができる。

多様な方法から適切な方法を自ら選
び，進んで課題解決に向けて最後まで
粘り強く行動することができる。

自ら進んで役割や仕事に取組み，意欲
的に学ぶことができる。

自分の役割や仕事，学んだことについ
て全体との関連も意識しながら，成果
と課題を意識して振り返ることができ
ている。

根拠なく，表面的な意見を述べてい
る。相手の立場や気持ちを踏まえてい
ない発言をする。
●自分の考えが発表できない（発表し
ない）。

意見の共通点や類似点，相違点などを
意識していない。相手の意見を繰り返
しているだけである。
●相手の意見を聞いていない。

他の人の意見への賛成・反対しか述べ
ない。相手の話に耳を傾けているが，
自分の考えは言わない。
●発言していない。安易に同調する。

発展性に欠け，新たな視点で考えるこ
とができていない。
課題解決に向けた目標を決められてい
ない。計画を立てることができていな
い，あるいは実行できない計画を立て
ている。
●見通しが持てていない，全体のイ
メージができていない。
●目標を決めたり，計画を立てたりで
きない。

適切でない(妥当性や実行性に欠けてい
る)方法を選んでいる。
●方法を考えられない。
●方法を選んでいない。

途中で活動をやめている。他の人の指
示で行動している。目的なく行動し，
こなすだけになっている。
●行動していない（活動 して いな
い）。

他の人の指示で行動している。
●自分の役割や仕事を理解していな
い。
●自分の役割や仕事に取り組んでいな
い。

自分の役割や仕事について自ら振り返
ることができていない。自分の役割や
仕事が全体にどう生きているのか分
かっていない。
●活動について振り返りが言えない。
振り返りを書いていない。

学
年

区
分

１
・
２
年
生

評価対象とする
活動

指導や援助が必要な
姿（●重点的に指

導）

入
門
期
・
幼
小
接
続
期

中
間
期

小
中
接
続
期

最
終
期

資質・能力
(通教科的能力）

評価規準

評価規準

評価規準

評価規準

指導や援助が必要な
姿（●重点的に指

導）

達成している姿

達成している姿

平成28年度　通教科的能力のルーブリック　―子どもの活動場面での評価―　　　　広島大学附属三原学校園

行動する。

行動する。

身近な集団や社会の中で，課題解決に向けて多様な方法からより適切な方法を選び，自ら目標を決め，最後まで行動す
ることができる。

役割や仕事に責任を持って取り組んだり，意欲を持って学んだりしながら，自
分と社会とのつながりに気づき，自分の生き方について考えることができる。

地域社会とのかかわりの中で，新たに挑戦してみたいことを見つけて，見通しをもって計画立案を繰り返し，自ら目標
を決め，最後まで行動することができる。

役割や仕事に責任をもって取り組んだり，意欲をもって学んだりしながら，自
分と社会とのつながりについて考え，自分の将来や生き方を描くことができ
る。

幼
稚
園

自分の思いを友だちと伝え合ったり，相手の思いに気づき，自分で考えて行動しようとしたりする。 共通の目的に向けて，友だちと協力して考えたり，試したりしようとする。

評価規準

行動する

相手の立場や気持ちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合うとともに，小集団の活動を中心としながら全体の情況
を見て，友達の意見をまとめることができる。

相手の立場や気もちを認めながら考えを伝え合うとともに，小集団の情況を見て，なかまと一緒に試行錯誤しながら集
団として活動することができる。

評価対象とする
活動

評価対象とする
活動

人間関係形成・社会形成能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

自分の思いを相手に分かるように言葉や態度で伝えたり，相手の思いに気付いて受け止めたりするとともに，相手やま
わりの様子を見て，自分なりに行動することができる。

教師や友だちにアドバイスをもらいながら，目標や方法を決め，自分にできることを継続して行うことができる。
自分の役割や仕事に責任をもって取り組み，みんなのためになることを自分た
ちなりに考えることができる。

当番活動や椅子並べなどをする中で，やり方や考えたことを様々な方法（動き
や言葉等）で相手に伝えようとする。

【好きな遊びの時間でやりたいことを見つけたとき】自分の目的に向かって，自分で考えたことをいろいろな方法で試したり工夫したりする。

【好きな遊びの時間でやりたいことを見つけたとき】自分の目的に向かって，自分で考えたことを繰り返し試してみる。【人と関わっている場面で】相手によっては，相手の様子をみながら，自分の思いを伝えたり，相手の思いを聞いたりすることができる。

【人と関わっている場面で】いろいろな相手に対して，相手の様子をみながら，自分の思いを相手に分かるように伝えたり，相手の思いを聞いたりすることが

できる。

身近な集団の中で，課題解決に向けて多様な方法を考え，目標をもちながら最後まで行動することができる。
役割や仕事に責任をもって取り組み，その体験をふり返りながら日々の自分の
あり方について考えることができる。

相手の立場や気もちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合ったり，相手の考えから自分自身を客観的に見つめたり
するとともに，全体の情況を見通しながら，集団のさまざまな意見に折り合いをつけ，全体の意見としてまとめていく
ことができる。

行動する

指導や援助が必要な
姿（●重点的に指

導）

指導や援助が必要な
姿（●重点的に指

導）

評価対象とする
活動

達成している姿

達成している姿

２ 自己開発に向けての取組人間関係形成・
社会形成能力

課題対応能力
キャリア

プランニング能力

学
年
区
分

目標を決め，計画する。 方法を選ぶ。 行動する。

課題解決に向けて適切な目標を決め，
計画することができる。

課題解決に向けて多様な方法から適切
な方法を選ぶことができる。

多様な方法から適切な方法を自ら選
び，進んで課題解決に向けて行動する
ことができる。

実行できない計画を立てている。
●目標を決めたり，計画を立てたりで
きない。

適切でない(妥当性や実行性に欠けてい
る)方法を選んでいる。
●方法を考えられない。

途中で活動をやめている。他の人の指
示で行動している。
●行動していない。

身近な集団や社会の中で，課題解決に向けて多様な方法からより適切な方法を選び，自ら目標を決め，最後まで行動す
ることができる。
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Ⅱ．課題解決のための取組

学年
区分 人間関係形成・社会形成能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

自分の思いを相手に分かるように言葉や態度で伝えたり，相手の気持ちを受け止めたり

しながら，自分なりに行動することができる。

教師や友だちにアドバイスをもらいながら，目標を決めて，自分に出来ることを継続し

て行うことができる。

自分の役割や仕事に責任をもって取り組み，気持ちよく生活できるように考えることが

できる。

話し合いや活動中の自分の行動を振り返った記述や発言 課題に向かって，自分たちで計画をし，活動を行ったことについて振り返った記

述や発言

自分の役割を果たそうと取り組んだことを振り返った記述や発言

十分満足できる
（A）

自分の言動や相手の言動から感じたことや課題を見つけ出し，次にどのようにしたいか

を書いている。

課題に向けて活動し，分かったことや感じたことから，次の活動についての自分なりの

目標を書いている。

自分の役割について，取り組んだことから，自分の成長や課題について考えて，これか

らどのように行動していけば，普段の生活でももっと気持ちよくみんなが過ごせるかに

ついて考えて書いている。

おおむね満足で
きる（B）

自分の言動や相手の言動から，感じたことを書いている。 課題に向けて活動し，分かったことや感じたことを書いている。 自分の役割について，取り組んだことから，自分の成長や課題について考えて書いてい

る。

努力を要する
（C）

自分の言動や相手の言動のみを書いている。 活動についてのみ書いている。 自分の役割について取り組んだことの事実のみ書いている。

指導や援助が必
要である

自分自身の行動の振り返りができなかったり，全く書けなかったりする。 自分自身の行動の振り返りができなかったり，全く書けなかったりする。 自分自身の行動の振り返りができなかったり，全く書けなかったりする。

相手の立場や気もちを認めながら考えを伝え合うとともに，小集団の情況を見て，なか

まと一緒に試行錯誤しながら集団として活動することができる。

身近な集団の中で，課題解決に向けて多様な方法を考え，目標をもちながら最後まで行

動することができる。

役割や仕事に責任をもって取り組み，その体験をふり返りながら日々の自分のあり方に

ついて考えることができる。

話し合いや活動場面での自分の発言や行動を振り返った記述や発言 目的や方法，計画及びその実行を振り返った記述や発言 自分の役割や取り組んだことを振り返った記述や発言

十分満足できる
（A）

自分の言動や相手とのやり取りの事実から，相手の立場や気持ちを考えてどのように話

したり，関わったりすればよいか次の学習や日常生活に生かすことを書いたり，述べた

りしている。

目的や方法，計画及びその実行について，学習や日常生活などの経験と関連させなが

ら，次の学習や日常生活で改善したいことや生かしたいことを書いたり，述べたりして

いる。

役割や仕事を通して，考えたことをや気づいたことを日常生活とつなげて書いたり，述

べたりしている。

おおむね満足で
きる（B）

自分の言動や相手とのやり取りの事実から，相手の立場に立って考えたことやわかった
ことを書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について，学習や日常生活などの経験と関連させなが
ら，わかったことを書いたり，述べたりしている。

役割や仕事を通して，考えたことや気づいたことを書いたり，述べたりしている。

努力を要する
（C）

自分の言動について事実のみを書いたり，述べたりしている。 目的や方法，計画及びその実行について事実を書いたり，述べたりしている。 役割や仕事についての取り組み情況を書いたり，述べたりしている。

指導や援助が必
要である

自分の言動を把握していない。または，振り返りができていない。 目的や方法，計画及びその実行について振り返りができていない。 役割や取り組んだことについて振り返りができていない。

相手の立場や気持ちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合うとともに，小集団の活

動を中心としながら全体の情況を見て，友達の意見をまとめることができる。

身近な集団や社会の中で，課題解決に向けて多様な方法からより適切な方法を選び，自

ら目標を決め，最後まで行動することができる。

役割や仕事に責任を持って取り組んだり，意欲を持って学んだりしながら，自分と社会

とのつながりに気づき，自分の生き方について考えることができる。

話し合いでの自分の発言や行動を振り返った記述や面接での発言 目的や方法，計画及びその実行を振り返った記述や面接での発言 自分の役割や取り組んだことを振り返った記述や面接での発言

十分満足できる
（A）

自分の言動や相手とのやり取りの事実から，どのように話したり，聞いたりすればよい

かを考え，次の学習や生活に生かそうという希望を書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習や経験などと関連させながら，次

の学習で改善したいことや生活に生かそうという希望を書いたり，述べたりしている。

役割や取り組んだことや分かったこと，考えたことから自分と集団とのつながりや自分

の生き方をより良くしていく希望が書いたり，述べたりしている。

おおむね満足で
きる（B）

自分の言動や相手とのやり取りの事実に基づいて，自分の姿や相手の思いについてわ

かったことを書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習や経験などと関連させながら，わ

かったことを書いたり，述べたりしている。

役割や取り組んだことから自分と集団とのつながりについてわかったことや考えたこと

を書いたり，述べたりしている。

努力を要する
（C）

自分の言動や相手とのやり取りの事実を書いたり，述べたりしている。 目的や方法，計画及びその実行について事実を書いたり，述べたりしている。 役割や取り組んだことについて事実を書いたり，述べたりしている。

指導や援助が必
要である

自分の言動を把握していない。または，振り返りができていない。 目的や方法，計画及びその実行について振り返りができていない。 役割や取り組んだことについて振り返りができていない。

相手の立場や気もちを尊重しながら考えを分かりやすく伝え合ったり，相手の考えから

自分自身を客観的に見つめたりするとともに，全体の情況を見通しながら，集団のさま

ざまな意見に折り合いをつけ，全体の意見としてまとめていくことができる。

地域社会とのかかわりの中で，新たに挑戦してみたいことを見つけて，見通しをもって

計画立案を繰り返し，自ら目標を決め，最後まで行動することができる。

役割や仕事に責任をもって取り組んだり，意欲をもって学んだりしながら，自分と社会

とのつながりについて考え，自分の将来や生き方を描くことができる。

交流や活動場面での自分の発言や行動を振り返った記述 目的や方法，計画及びその実行を振り返った記述 自分の役割や取り組んだことを振り返った記述

十分満足できる
（A）

自分の発言や相手とのやり取りの中で，相手の気持ちを思いやる上での課題を見つけ，

次にどうすればいいのかを考えて書いている。

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習やこれまでの経験などと関連させ

ながら，その中で課題を見つけ，新たに挑戦したいことについて書いている。

役割や取り組んだことや分かったこと，考えたことから自分と社会とのつながりや自分

の将来や生き方をより良くしていくためにどうすべきかを考えて書いている。

おおむね満足で
きる（B）

自分の発言や相手とのやり取りの中で，相手の立場や気持ちを踏まえた振り返りを書い

ている。

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習やこれまでの経験などと関連させ

ながら，振り返りを書いている。

役割や取り組んだことから自分と社会とのつながりについてわかったことや考えたこと

を書いている。

努力を要する
（C）

自分の発言や相手とのやり取りの事実のみを書いている。 目的や方法，計画及びその実行について事実を書いている。 役割や取り組んだことについて事実を書いている。

指導や援助が必
要である

自分の言動を把握していない。または，振り返りができていない。 目的や方法，計画及びその実行について振り返りができていない。 役割や仕事に対する意識が低い。

役割や取り組んだことについて振り返りができていない。

評価規準
（７年）

評価対象

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

小
中
接
続
期

最
終
期

評価規準
（９年）

評価対象

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

幼
小
接
続
期

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

平成28年度　通教科的能力のルーブリック　―子どものポートフォリオにおける評価―　広島大学附属三原学校園
資質・能力

(通教科的能力）
評価規準
（１・2年）

評価対象

中
間
期

評価規準
（4年）

評価対象

２ 自己開発に向けての取組 キャリア
プランニング能力

学
年
区
分

人間関係形成・
社会形成能力

課題対応能力

目的や方法，計画及びその実行を振り返った記述や面接での発言

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習や経験などと関連させながら，次

の学習で改善したいことや生活に生かそうという希望を書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について，教科の学習や経験などと関連させながら，わ

かったことを書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について事実を書いたり，述べたりしている。

目的や方法，計画及びその実行について振り返りができていない。



主
体
的
に
自
己
を
成
長
さ

せ
る
評
価

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ

24

Ⅱ．課題解決のための取組

２ 自己開発に向けての取組
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課題対応能力
を視点に

25

キーワード

７年生の姿

個人の目標
集団の目標

Ⅱ．課題解決のための取組
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26

教師から
のフィー
ドバック

Ⅱ．課題解決のための取組

２ 自己開発に向けての取組
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これまでの振り
返りを見ながら
自分の変容を見
つめていく。

27

○さん

Ⅱ．課題解決のための取組

２ 自己開発に向けての取組

○さん
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Ⅱ．課題解決のための取組

自分の課題を踏まえて目標を修正し自ら学びをつくっていく
姿が見られた

２ 自己開発に向けての取組



＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

③新領域「希望（のぞみ）」で培われた資質・能力
と「保育・教科」で育成すべき資質・能力との相
関性について明らかにできていない。
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Ⅱ．課題解決のための取組



Ⅱ．課題解決のための取組

３ 「希望（のぞみ）」と「保育・教科」との関連を
図る取組

通
教
科
的
能
力
と
保
育
・
教
科

の
資
質
・
能
力
等
と
の
関
連
表 30

通教科的能力

保
育
・
各
教
科



31

Ⅱ．課題解決のための取組

保育・教科の本質に根ざした資質・能力系統表の作成

図
画
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作
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力
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能
力

３ 「希望（のぞみ）」と「保育・教科」の関連を
図る取組
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Ⅱ．課題解決のための取組

３ 「希望（のぞみ）」と「保育・教科」の関連を
図る取組
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＜延長前３年間（H24～H26）を終えての課題＞

④「希望（のぞみ）」の中に，組み込まれた道徳や
特別活動が見えにくい。

33

Ⅱ．課題解決のための取組



34

希望
・道徳の時間
・特別活動

希望
特別活動

道徳の時間

道徳の時間

★「希望（のぞみ）」プログラムとは？
道
徳
、
特
活
の
「
見
え
る
化
」

Ⅱ．課題解決のための取組

４ 「希望（のぞみ）」と道徳，特活との関連を図る
取組
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人間関係・社会形成 課題対応 キャリア

Ⅲ．取組の実際と効果

１ 資質・能力の経年変化（児童・生徒自己評価）

肯定的自己評価は
80％を超えている。



36
園児さんとの運動会種目「お兄さんお姉さんと一緒」を終えて，第6時で考
えた輝いた個や集団になれたかを振り返る。（第10時）

運動会に向けて計画を立て，準備や練習をする。（第1～5時）

園児さんとの触れ合いを経て，今の自分や集団を振り返る。（第6時）

保護者へのインタビューを終えて，その内容を共有し，そのアドバイスの
活かし方を考える。（第8時）

特活（多様な集団生活の向上）

道徳（家族愛）

２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

特活（多様な集団生活の向上）

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

●異学年の特徴を理解し，相手に応じたコミュニケ―ション

の取り方を模索する。

→人間関係形成・社会形成能力の向上

◎園児さんの心をつかむために…

♫曲選び ♫ダンス創り

♫プレゼント&グッズ作り

◎保護者の方にインタビュー

Ⅲ．取組の実際と効果



38
園児さんとの運動会種目「お兄さんお姉さんと一緒」を終えて，第6時で考
えた輝いた個や集団になれたかを振り返る。（第10時）

運動会に向けて計画を立て，準備や練習をする。（第1～5時）

園児さんとの触れ合いを経て，今の自分や集団を振り返る。（第6時）

保護者へのインタビューを終えて，その内容を共有し，そのアドバイスの
活かし方を考える。（第8時）

２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」道徳（家族愛）

特活（多様な集団生活の向上）

特活（多様な集団生活の向上）

Ⅲ．取組の実際と効果



39

２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

園児の保護者へインタビュー

道徳との関連
（C-14家族愛）

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

笑顔が増えたね。

園児さんとの距
離が縮まったね。

園児の保護者へインタビュー後は…

道徳との関連
（C-14家族愛）

Ⅲ．取組の実際と効果



41
園児さんとの運動会種目「お兄さんお姉さんと一緒」を終えて，第6時で考
えた輝いた個や集団になれたかを振り返る。（第10時）

運動会に向けて計画を立て，準備や練習をする。（第1～5時）

園児さんとの触れ合いを経て，今の自分や集団を振り返る。（第6時）

保護者へのインタビューを終えて，その内容を共有し，そのアドバイスの
活かし方を考える。（第8時）

２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」道徳（家族愛）

特活（多様な集団生活の向上）

特活（多様な集団生活の向上）

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」
・仲間との関係をたいせつにできるようになった。
・みんな笑顔でとても明るいクラスになったね。
・何かを達成するために協力できる集団になった。

特活との関連
(1)ｳ 多様な集団生活の向上

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」（自己評価）
人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

キョトン･･･

両手をギュッとつかん
で満点スマイル★

Ⅲ．取組の実際と効果
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２ 第８学年「『夢を志に』Piece and Peace

園児・小学生との交流活動を通して」

距離がグンと縮まった♫まだまだ距離が…

Ⅲ．取組の実際と効果



Ⅳ．研究開発から見えてきた今後の展望

①「希望（のぞみ）」で培った指導法を汎用性を明ら
かにする。

②自己評価活動と他者評価活動を融合させた評価方法
の実践。

③総合的な学習の時間，道徳，特別活動を関連させる
ことで，「価値の実践の場」となる授業展開の工夫
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書籍コーナーにて販売中

ご清聴
ありがとう

ございました
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